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   「インクルーシブ教育」は，1994 年のサラマン
カ声明での「万人のための教育」という提言に強
い影響を受けた理念に基づく教育実践である。さ

















している（通常学級での特別支援教育のスタンダード，2010）。（図 1 参照） 
 
（２）授業のユニバーサルデザイン（授業 UD）について 
   ①ユニバーサルデザインとは 
    「ユニバーサルデザイン」は，1980 年代に米国ノースカロライナ州立大学のロナルド・メ
イスによって提唱された。障害の有無・度合いに関わらず「できるだけ多くの人が利用でき
るようにデザインすること」と定義されている。 
    ユニバーサルデザインは，「あらゆる人に利用しやすいデザインである」という視点を軸に，






























1 誰にでも使えること。（Equitable Use） 
2 使う上で柔軟性があること。（Flexibility in Use） 
3 使い方が簡単で，直感的にわかること。（Simple and Intuitive Use） 
4 必要な情報がすぐにわかること。（Perceptible Information） 
5 簡単なミスが危険に繋がらないこと。（Tolerance for Error） 
6 身体的な負担が少ないこと。（Low Physical Effort） 
7 アクセス・利用しやすい十分なスペースが確保されていること。（Size and Space for 
Approach and Use） 




2  ルールの明確化 
…学校生活のルールや授業中のきまりなどをはっきり示し，暗黙のルールを作らな
いようにする。 
3  刺激量の調整 
  …掲示物や音など，授業の妨げとなる刺激を減らすこと。 
4  場の構造化 
…教室などの場を，子どもたちの特性に合わせて整理整頓すること。 
5  時間の構造化 
 …授業全体の見通しを目に見える形で示すこと。 
6  焦点化 
…一時間の授業で何を教えるのかの焦点を絞り，授業を構成する。 
  7  展開の構造化 
    …授業の焦点化に基づいて授業の展開を構造すること。 
  8  スモールステップ化 
    …目標に届くまでの階段の一段一段の高さを低くして，一歩ずつ昇ってい








































    佐賀県教育委員会では，ユニバーサルデザイン教育を通して，未来を担う子どもたちが，多
様な個性や違いを理解し，相手を尊重する意識や思いやりの心を育むために，平成 21 年度から
図 2 授業の UD 化モデル 
7  展開の構造化 
…授業の焦点化に基づいて授業の展開を構造すること。 
8  スモールステップ化 
…目標に届くまでの階段の一段一段の高さを低くして，一歩ずつ昇っていけるように
する配慮。 


















ン教育の一層の普及啓発を図っている。平成 30 年度の推進校は，小学校 4 校，中学校 4 校，高
等学校 2 校の計 10 校が指定されている。 
 
 （2）実践校における授業の UD の必要性 






















     
本研究では，対象児 4 人が苦手意識のある算数を用いて授業づくりを行った。4 人の児童の
共通する点は，「見通しがないと活動に集中することができない。」「文章よりも絵や動画の方
が理解しやすい。」「友達との意見交換が苦手。」の 3 点である。この 3 点から，本研究では授
業の UD の 14 の視点のうち，主に「5 時間の構造化」，「9 視覚化」，「11 共有化」の 3 点を
用いて授業の構成や教材の準備を行った。 
 
 （3）算数授業での UD 
    算数授業での UD は，「全員の子どもが楽しく『わかる』『できる』ように工夫・配慮され
た，通常学級における算数授業をつくること」と定義することができ，その中には「楽し
さ・参加のしやすさ・わかりやすさ」の 3 つのキーワードが挙げられる（伊藤，2015）。 
「楽しさ」とは，全員の子どもが参加・理解できるようにするためには授業が楽しいことが
前提とされている。「参加のしやすさ」は全員の子どもを授業に関わらせていくために，安心


















 A 市内の公立 B 小学校第 3 学年の C 学級に在籍している 32 名（男児 18 名，女児 14 名），D 学級に




















2-3 授業内容・展開    
 「計算のしかたをくふうしよう」『新編 あたらしい算数 2 上』（東京書籍） 
 
6 月 21 日（金） 授業 1/4（3 年 C 学級，3 年 D 学級） 
         授業後にアンケート（暗算ワークシート①ふりかえり） 
 
6 月 24 日（月） 授業 2/4（3 年 C 学級，3 年 D 学級） 
         授業後にアンケート（暗算ワークシート②ふりかえり） 
 
6 月 25 日（火） 授業 3/4（3 年 C 学級，3 年 D 学級） 
         授業後にアンケート（暗算ワークシート③ふりかえり） 
 
6 月 26 日（水） 授業 4/4（3 年 C 学級，3 年 D 学級） 





  授業 1/4：暗算の仕方を工夫して考え，図や式，文章を用いて説明できるようにする。 
  授業 2/4：１００円になる計算を工夫して暗算ですることができる。 
  授業 3/4：学習内容を適切に活用して 100 になる組み合わせを見つけることができる。 
  授業 4/4：２位数どうしの加法と減法の計算の工夫を考え，暗算で計算ができるようになる。 
 

















































【授業の UD の視点（「見通しをもつ」，「視覚化」，「共有化」）】 




















  児童が授業を受けてどう感じたのかについて 3 つの質問をした。1 つ目は，授業の内容は分かっ
たかについて，「よくわかった」「わかった」「わからなかった」の 3 件法で回答を求めた。2 つ目は，
学習活動に楽しく取り組めたのかについて，「とてもたのしかった」「たのしかった」「たのしくなか





 （1）C 組の児童に対して，暗算ワークシート①・②・③・④ふりかえりの 3 件法で行った質問の
結果を以下に示す。 
 







ふりかえり① 21 名（81％） 5 名（19％） 0 名（0％） 
ふりかえり② 23 名（85％） 4 名（15％） 0 名（0％） 
ふりかえり③ 22 名（81％） 4 名（15％） 1 名（4％） 
ふりかえり④ 21 名（81％） 3 名（12％） 1 名（7％） 
  







ふりかえり① 25 名（96％） 1 名（4％） 0 名（0％） 
ふりかえり② 24 名（89％） 3 名（11％） 0 名（0％） 
ふりかえり③ 24 名（89％） 2 名（7％） 1 名（4％） 




















































・100 円の硬貨が 50 円玉







































































































































































































































































































































































































表 2 ふりかえり「わかった」の回答結果（D 組） 








ふりかえり① 18 名（72％） 6 名（24％） 1 名（4％） 
ふりかえり② 18 名（75％） 5 名（21％） 1 名（4％） 
ふりかえり③ 19 名（76％） 4 名（16％） 2 名（8％） 
ふりかえり④ 19 名（79％） 3 名（13％） 2 名（8％） 
 







ふりかえり① 20 名（83％） 3 名（13％） 1 名（4％） 
ふりかえり② 20 名（87％） 2 名（9％） 1 名（4％） 
ふりかえり③ 20 名（80％） 3 名（12％） 2 名（8％） 
ふりかえり④ 19 名（79％） 3 名（13％） 2 名（8％） 
 
＜第一時の授業＞ 
















































































































































































































































































































































＜授業の UD の視点に関する考察＞ 
・視覚化…導入ではパワーポイントを用いたが，実際に児童にも馴染みのある駄菓子屋の写真で興味
を持ち，前を向いて話を聞く児童が多かった。暗算の考え方では柔軟に数字を変えて考え
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 本研究では，通常学級における支援の必要な児童に対して，算数の授業の UD の視点を用いて楽し
くわかる・できる授業を実践することを目的として，「視覚化」「見通し」「共有化」の 3 つの UD の
視点から電子黒板やワークシート，授業の流れを黒板に提示するなどの工夫をし，研究を行った。授
業のふりかえりとして行ったアンケート結果から得られた児童の理解度は，C 学級では約 97％，D 学
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